
令和７年度 事業報告書 

自 令和 7年 4 月 1 日 
至 令和 8年 3 月 31 日 

Ⅰ．概 要 

令和７年度の日本経済は、アメリカのトランプ政権による関税政策や国内の物価高とい

う下押し圧力に直面しながらも、春闘での５％を超える高い賃上げ率による実質所得の改

善傾向や、２％台前半で推移した消費者物価指数がある程度の好循環となり、緩やかな経

済の回復基調を維持したが、２月末に勃発したアメリカとイスラエルによるイランとの戦

闘により、わが国の経済活動にとって大きな不安定要素を抱えて年度を締めくくることと

なった。 

建設産業においては、深刻な人手不足が「受注制約」として表面化した１年であった。

建設投資額は 76 兆円規模に達するものの、そのほとんどが人件費と建設資材の高騰による

ところであり、コスト高を転嫁できずに行き詰まる中小建設企業も数多くに上った。コン

クリート圧送工事においても、建設コストの高騰と人手不足による工事の停滞、現場の作

業時間減少などが影響し、生コン出荷量が前年度比約８％減の 6,027 万ｍ3程度と、７年連

続で過去最低を更新するなど市場の縮小が一段と進んだ１年となった。 

このような状況下ではあるが、全圧連会員の圧送業者は、原価高騰分と賃金上昇分の価

格転嫁に引き続き取り組み、圧送売上高の維持・確保に尽力した１年であった。 

地震などの自然災害やインフラの老朽化による不慮の災害への危惧が高まる中、国民に

生活の安心と安全を提供するコンクリート構造物の施工という重要な役割を果たすべく、

担い手を確保・育成し、業界が持続的に発展し続けて行けるために、施工技術の維持・向

上と安全作業の徹底、技能者の処遇改善に引き続き努めていかなければならない。 

全圧連は、令和７年度も単協の協力のもと、労働災害防止と技術・技能の向上を推進す

るための全国統一安全・技術講習会を始めとする各種教育を実施するほか、熱中症を予防

するための法令に定める各種の研修の導入、建設業法改正に基づく労務費や安全衛生経費

を適正に明示する業界標準見積書の刷新、外国人技能者への技能検定や資格試験対策のた

めの教育カリキュラムの研究、建専連加盟の専門工事業団体と連携した行政や元請団体へ

の活動の展開などの事業に取り組んだ１年であった。 
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Ⅱ．本部事業 

 

１．諸会合の開催 

 

 (1) 総会 

   理事定数に関する定款変更のための臨時総会を１回、前年度事業報告および決算承認、本年

度事業計画書および同収支予算書の承認報告、任期満了に伴う役員改選のための通常総会を 1

回開催した。 

 

   第 20 回臨時総会 … 7. 4.21 AP 東京八重洲（東京）および ZOOM によるリモート会議 

      議事：定款の変更について 

 

   第 37 回通常総会 … 7. 5.29 アルカディア市ヶ谷（私学会館）（東京） 

      議事：① 令和 6 年度事業報告および同収支決算報告の承認について 

② 令和 7 年度事業計画書および同収支予算書の承認の報告について 

③ 任期満了に伴う役員改選について 

③ 優秀従業員、役職員等表彰式 

 

 (2) 理事会および代表者会議 

   全圧連の主要な事業活動・運営に関する意思決定を行う定例の理事会を 3 回、理事・監事の

任期満了に伴う常務会役員選出の臨時理事会を 1 回開催した。 

 

第 108 回理事会・第 107 回代表者会議 

… 7. 4.21  AP 東京八重洲（東京）および ZOOM によるリモート会議 

      議事：① 令和６年度事業報告(案)および収支決算について 

② 定款の変更について（臨時総会議案） 

         ③ 令和７年度事業計画(案)および収支予算(案)の承認について 

         ④ 職員の異動について 

⑤ 高知単協の名称変更について 

         ⑥ コンクリート圧送技能者能力評価基準・評価実施規定の改訂について 

         ⑦ コンクリート圧送工事標準見積書の改定（安全衛生経費等明示型）の策定

と国交省への届出について 

         ⑧ 労務費基準意見交換会（土工・第１回）について 

         ⑨ 職場の熱中症対策の罰則付き義務化について 

         ➉ ジャパン建設ショー2027（建専連）の実行委員会への参画について 

         ⑪ 任期満了に伴う役員改選について 

         ⑫ 第 37 回通常総会における表彰候補者の選考について 

         ⑬ 単協状況報告、意見交換、その他 

 

   臨時理事会 … 7. 5.29 アルカディア市ヶ谷（私学会館）（東京） 

      議事：役員の選出について 

 

第 109 回理事会・第 108 回代表者会議 

… 7.10.10 ANA クラウンプラザホテル広島（広島）および ZOOM によるリモート会議 

      議事：① 賠償責任保険等 集団扱保険制度の取扱いについて 

② 令和７年度上期事業報告および収支報告について 

         ③ 労務費内訳および安全衛生経費等内訳明示の標準見積書の普及について 

         ④ コンクリート工事における労務費の基準 素案について 
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⑤ 次年度の建設マスター等候補者の選出地区ならびに叙勲候補者の選出に 

ついて 

         ⑥ 表彰規定の改定について 

         ⑦ 次回理事会・代表者会議および通常総会の開催について 

         ⑧ 単協状況報告、意見交換、その他 

 

第 110 回理事会・第 109 回代表者会議 

… 8. 1.26 都市センターホテル（東京）および ZOOM によるリモート会議 

      説明会：レオパレス 21 建専連会員企業向け賃貸物件事業について 

議事：① 事業進捗状況と収支状況について 

② 暫定予算の執行について 

③ 新年度の表彰候補者の選定と募集について 

④ 福祉共済制度の配当金と加入状況について 

⑤ 生コン返品等 集団扱補償制度の募集開始について 

⑥ 改正建設業法における「労務費に関する基準」の施策について 

⑦ セキュリティ対策評価制度について 

⑧ 入職者数・離職者数等アンケート調査の実施について 

⑨ 第３回全国圧送技術大会について 

➉ ４月理事会･代表者会議、通常総会の開催について 

⑪ 防災・災害対応への協力体制について 

⑫ 単協状況報告、意見交換、その他 

 

 (3) 常務会 

   会長・副会長・専務理事・常務理事で構成する常務会（役員会）を 4 回開催、事業執行に係

る事案につき審議を行った。 

 

① 7 年度第 1 回 … 7. 4.21 AP 東京八重洲（東京） 

② 7 年度第 2 回 … 7. 5.29 アルカディア市ヶ谷（私学会館）（東京） 

③ 7 年度第 3 回 … 7. 9. 3 全圧連会議室（東京） 

④ 7 年度第 4 回 … 8. 1.26 都市センターホテル（東京） 

 

 (4) 建機工との連絡会議（トップ会） 

  常務会（役員会）と（一社）日本建設機械工業会（建機工）のコンクリート機械部会との連

絡会議を開催、市場動向と活動状況の報告のほか、意見交換を行った。 

  … 7. 9. 3 建機工会議室（東京） 

 

(5) 監事会 

     6 年度期末決算指導・監査 … 7. 4. 8 全圧連会議室 

     第 1 回監事会 … 7. 4.11 ZOOM によるリモート会議 

     7 年度上期中間監査 … 7.10. 7 全圧連会議室 

     第 2 回監事会 … 7.10. 8 ZOOM によるリモート会議 

 

Ⅲ．委員会事業等 

 

１．経営委員会 

 

 (1) 経営革新および経営の戦略化のための事業 

1) 令和 6 年度の経営実態調査を実施（4 月～）。今回の調査も回答率 55.5％と半数を上回る
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会員企業から調査回答を得た。報告書については 12 月に発表。会員ならびに関係諸機関に

配布するとともに全圧連ホームページにて公開、関係業界紙にも調査結果の概要を記事掲載

した。 

 

 (2) 取引価格の適正化に向けた事業 

1) 安全衛生経費ならびに販売費および一般管理費の内訳を明示する標準見積書を策定し国

交省へ登録（3 月）次いで、労務費の内訳を明示する改訂版の標準見積書を策定し、国交省

へ登録するとともに、会員における活用を依頼した（7 月）。 

2) 労務費等の内訳を明示する標準見積書を普及させるため、実際に使用した場合の課題を精

査する、国交省によるモデル事業に参加した（11 月～）。 

3) 会員間・会員取引先間における手形取引の 9 月からの廃止を決議し、ホームページにて公

開、元請に対しても協力要請を行った（7 月～9 月） 

4) 担い手 3 法（建設業法・入契法等）の改正による標準労務費の勧告に対応する、コンクリ

ート工事の労務費基準の協議を国土交通省と行った。 

 

 (3)生産性向上、作業環境および労働条件の改善、福利厚生の向上に関する事業 

1) 「コンクリート圧送工事業の施工能力の見える化・評価事業」を継続実施している。 

2) 全圧連福祉共済制度を推進。3/1 現在、加入率は 29.5%となっている。（※加入状況は「全

圧連福祉共済加入状況表」を参照）。 

3) 「熱中症から命を守るために」と題した、「2026 年版全圧連事故防止カレンダー」を作成。

企業名印刷を募集し、4,186 部を発注した。 

4) AIG 損保保険による生コン返品等賠償保険の集団取扱の 1 月からの導入を決議した。 

 

 (4) 全圧連組織の拡大・活性化に関する事業 

1) 岡山県の圧送業者の再組織化・再加入に向けた全圧連との協議を継続している。 

 

(5) 事業推進のための会議の開催 

委員会を 2 回開催、幹事会を 4 回開催した。 

 

1) 第 71 回経営委員会 … 7. 7. 2  ハートンホテル心斎橋（大阪）および 

ZOOM によるリモート会議 

     議事：① 令和７年度 委員会事業計画について 

② 経営実態調査の回収状況について 

③ 安全衛生経費等 別枠明示型 標準見積書の活用について 

④ 職種別「標準労務費」の検討状況について 

⑤ 職場における熱中症対策の強化への対応について 

⑥ 育成就労制度の創設と職種別キャリア育成プランの作成について 

⑦ 手形の廃止に向けた活動について 

⑧ 全圧連福祉共済制度の加入状況について 

⑨ 2026 年版事故防止カレンダーの作成について 

➉ 単協状況報告、意見交換、その他（資料 14） 

 

2) 第 72 回経営委員会 … 8. 3.12  AP 東京八重洲（東京）および 

ZOOM によるリモート会議 

     説明会：AIG 損害保険㈱ 生コン返品等集団扱補償制度の取扱い開始について 

議事：① 建設業法等改正に伴う「労務費の基準」の勧告と関連施策について 

   ② 労務費等の必要経費の内訳を明示する業界標準見積書について 

   ③ セキュリティ対策評価制度についての対応について 
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④ 小規模事業場へのストレスチェック制度の義務化について

⑤ 全圧連福祉共済制度の現状と今後の加入促進について

⑥ 新年度の経営実態調査の実施について

⑦ 電力供給サービスの事業紹介について

⑧ 新年度の委員会事業計画について

⑨ 単協状況報告、意見交換、その他

3) 経営委員会幹事会

委員長： 長谷川恭裕（中協、中央建設㈱） 

副委員長：樋口哲之（北海道、㈲札幌技建興業） 

幹事： 佐藤隆彦（山形、㈱ヤマコン） 土井豊実（千葉、㈲土井企業） 

菱山豊（神奈川、㈱リョウワ）※7 月まで 

山佐亮元（九州、九州圧送事業協同組合連合会）※2 月より 

第 85 回会議 … 7. 5.22 全圧連会議室（東京） 

議事：新年度事業計画、経営実態調査、安全衛生経費等を内訳明示する標準見積書の

作成、労務費基準に関する検討、ポンプ車損料調査、手形廃止に向けた活動、

育成就労制度への対応、事故防止カレンダー作成、他 

第 86 回会議 … 7. 8. 7 全圧連会議室（東京） 

議事：経営実態調査の集計結果分析、安全衛生経費を内訳明示する標準見積書の普及・

活用、労務費基準に関する検討、手形廃止に向けた活動、生コン返品等保険の

団体取扱検討、他 

第 87 回会議 … 7.10.27 全圧連会議室（東京） 

議事：経営実態調査報告書の発表、委員会人事、労務費の基準案への対応、経費内訳

明示型の標準見積書の普及・活用、福祉共済制度加入促進策、損害賠償等保険

の集団取扱、他 

第 88 回会議 … 8. 2. 3 全圧連会議室（東京） 

議事：労務費の基準に関する施策と労務費等明示型見積書の普及、第 11 次建設雇用

改善計画、福祉共済制度の加入促進、損保補償等の集団取扱の開始、セキュリ

ティ対策評価制度への対応、経営実態調査、新年度事業計画、他

２．技術委員会 

(1) 安全施工・労働災害防止および技術・技能向上のための事業

1) 令和 7 年度の全国統一・安全技術講習会を、以下のカリキュラムにて全国の単協との共催

により開催。修了会員企業には修了証明書（企業用およびポンプ車搭載用）を発行し、ヘル

メット貼付用の修了シールの配布を行っている。

28 単協にて開催、464 社・4,653 名が修了している（※開催状況は「講習会受講者内訳表」

を参照）。 

［令和 7 年度 全国統一安全・技術講習会 統一カリキュラム］ 

① 圧送業の化学物質管理

② 命を守る熱中症対策

② 災害事故報告 2024

2) 安衛法関係法令に定めるコンクリートポンプ車特別教育を、全国の単協との共催により開
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催。修了者には修了証を発行している。 

  21 単協にて開催、会員 147 社・403 名、員外 16 社・24 名が修了している（※開催状況は

「講習会受講者内訳表」を参照）。 

3) 労働基準局通達に基づく「コンクリートポンプ作業従事者危険再認識教育」（特別教育再

教育）を全国の単協との共催により開催。修了者には修了証を更新し発行している。 

  10 単協にて開催、108 社・410 名が修了している（※開催状況は「講習会受講者内訳表」

を参照）。 

 ［令和 5 年度～7 年度 コンクリートポンプ作業従事者危険再認識教育カリキュラム］ 

   頻発する事故事例の種類とその対策 

4) 安衛法関係法令に定める足場の組立て等の業務に係る特別教育を、継続して全国の単協と

の共催により開催した。修了者には全圧連より修了証を発行している。 

14 単協にて開催、78 社・228 名が修了している（※開催状況は「講習会受講者内訳表」を

参照）。 

5) 安衛法関係法令に定めるフルハーネス（墜落制止用器具）の特別教育を、継続して全国の

単協との共催により開催した。修了者には全圧連より修了証を発行している。 

13 単協にて開催、76 社・209 名が修了している（※開催状況は「講習会受講者内訳表」を

参照）。 

6) 新規入職者への雇入れ時教育の映像教材を会員向けに YouTube で限定公開している。 

7) 外国人技能者向けのコンクリート圧送施工技能検定受験対策カリキュラムの制作に着手

し、1 級・2 級受検対策講習をトライアルで実施した。 

   特定技能外国人研修 コンクリート圧送コース 

… 8. 1.15～17 東北国際研修センターシエット（宮城） 

  受講者数：4 名  1 級実技合格：1 名  2 級学科･実技合格：2 名 

8) 育成就労制度の創設に伴い、国土交通省より要請を受け、コンクリート圧送業における育

成就労から特定技能への外国人技能者キャリア育成プランの素案を策定した（7 月）。 

9)  安衛法改正に伴う熱中症予防対策義務化に対応するため、「熱中症のおそれのある者に対

する対応フロー」「従業員緊急連絡先・健康情報シート」「熱中症対策ルール」「熱中症セ

ルフチェックシート」の業界様式を作成し会員に配信、活用を促すとともに、本年度の全国

統一安全・技術講習会の熱中症予防カリキュラムを「熱中症予防労働衛生教育（労働者向け）」

と位置づけ講習を実施、修了証書の発行を行った。 

10) 安衛法改正による熱中症予防対策義務化に伴い、各会員企業において熱中症予防管理者

の役割を担う人材を育成するため、「熱中症予防管理者研修」を実施する講師の養成講習を

開催した。 

   東日本地区 … 8. 2. 4 AP 東京八重洲（東京） 

           15 単協・全圧連 21 名が修了 

   西日本地区 … 8. 2.28 近畿生コンクリート圧送協同組合（大阪） 

           6 単協 23 名が修了 

11) 各単協における、熱中症予防管理者研修講師による熱中症予防管理者研修の開催を開始

した。 

5 単協にて開催、62 社・190 名が修了している（※開催状況は「講習会受講者内訳表」を

参照）。 

12) 災害事故に関する情報収集に努め、事故報告書を配信した。 

13) 厚生労働省に対し、技能検定試験問題へのルビ（ふりがな）付加の要望書を提出した（9

月）。 

 

 (2) 圧送施工に関する調査研究・研修・広報事業 

1) 建設キャリアアップシステムの登録推進に資するべく、技能者登録料とレベル判定手数料

の全額補助を本年度も継続し、会員へ利用依頼を周知した（厚生労働省の助成制度を活用）。 
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2) 建設キャリアアップシステムにおけるコンクリート圧送技能者の技能レベル判定を実施

している。

3) 技術委員会において、技術委員に対する本年度の「安全・技術講習会」および「コンクリ

ートポンプ作業従事者危険再認識教育」の講師研修を実施した（7 月）。

4) ホッパ内の残コンクリート改良剤「TERA（テラ）」の委託販売を継続実施した。

(3) 関係諸機関との連携協力

1) 日本建設機械工業会（建機工）…ポンプ車の安全対策・事故情報に関する情報交換を行っ

ている。

2) 建設荷役車両安全技術協会（建荷協）…特自検有資格者の能力向上と資格取得 PR に協力

している。

3) 日本建築学会・土木学会…各種工事仕様書の改訂講習会への協賛を行っている。

4) 日本コンクリート工学会（JCI）…コンクリート圧送技士・主任技士用テキストへの資料提

供に協力している。

5) 日本規格協会（JSA）…JIS 関連の委員会・ワーキンググループに参画している。

6) 中央職業能力開発協会（能開協）…コンクリート圧送施工技能検定の試験問題作成を担当

する中央技能検定委員の全圧連からの業界委員として以下の委員を推薦し選出している。

中央技能検定委員 

① コンクリート圧送施工 1 級・2 級

吉田兼治（山形、㈱ヤマコン） 堀之内正樹（東海、㈱タニケン）

阿部健一（神奈川、㈱健商）

② コンクリート圧送施工基礎級

吉田兼治（山形、㈱ヤマコン） 阿部健一（神奈川、㈱健商）

（敬称略、順不同） 

［1 級・2 級］ 

第 1 回委員会 … 7. 5.30 中央職業能力開発協会およびリモート併設 

第 2 回委員会 … 7. 6.19   〃 

第 3 回委員会 … 7. 7. 3   〃 

第 4 回委員会 … 7. 8.27  〃 

第 5 回委員会 … 7. 9.25  〃 

第 6 回委員会 … 7.12.11  〃 

 ［基礎級］ 

第 1 回委員会 … 7. 6. 5 中央職業能力開発協会およびリモート併設 

7) 台湾コンクリート学会（TCI）…日本の圧送業界の現状、圧送工事に関わる資格・法定検査

制度、全圧連が行う技能者教育について報告するとともに、台湾におけるコンクリート圧送

の品質問題、圧送技能者やコンクリートポンプ車の評価・認定システムの導入に向けた意見

交換を行った。

7. 7.17 ステーションコンファレンス万世橋（東京）

8) 日本型枠工事業協会（日本型枠）…「型枠施工必携」の全面改定に向けた編集委員会に協

力・参画している。

(4) 会議の開催

2 回の委員会および 3 回の幹事会、1 回のワーキンググループを開催した。

1) 第 77 回技術委員会 … 7. 7. 9  AP 東京八重洲（東京）および ZOOM による 

リモート会議
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議事：① 令和７年度全国統一安全・技術講習会カリキュラムについて【講師研修】 

② 本年度の委員会事業計画について

③ 職場における熱中症対策について

④ 育成就労制度の創設と職種別キャリア育成プランの作成について

⑤ 外国人技能者への資格試験対策について

⑥ 一人親方に関する安衛法の一部改正について

⑦ 圧送マニュアルの小改訂について

⑧ 次回技術委員会の開催日程について

⑨ 意見交換、その他

2) 第 78 回技術委員会 … 7.11. 5  西鉄イン福岡（博多）および ZOOM によるリモート会議 

議事：① 雇入れ時教育 動画カリキュラムの改定について 

② 最新圧送マニュアルの改定内容について

③ 最新圧送マニュアルの小ロット増刷について

④ 外国人技能者向け 技能検定受験対策カリキュラムの作成について

⑤ 熱中症予防指導員・管理者研修講師養成講習の実施企画について

⑥ 次年度の安全講習会・危険再認識教育のテーマについて

⑦ 特別教育の適正な実施について

⑧ 第 3 回全国圧送技術大会について

⑨ 単協報告、意見交換、その他

3) 技術委員会幹事会

委員長： 田中徹（神奈川、㈱横浜協立） 

副委員長：吉田兼治（山形、㈱ヤマコン） 

幹事： 高野博（千葉、㈲南総） 豊田裕（近畿、㈲イッケン商事） 

安藤嘉男（九州、㈲安藤工務店） 

第 85 回会議 … 7. 6.17  ハートンホテル北梅田（大阪） 

議事：新年度事業計画、安全・技術講習会カリキュラム、CCUS 技能者登録料・レベル

判定手数料補助事業の継続、登録基幹技能者講習、外国人のキャリア育成プラ

ン、熱中症対策義務化への対応、他

第 86 回会議 … 7. 9.26  全圧連会議室（東京） 

議事：圧送マニュアル小改訂、外国人向け技能検定受験対策テキスト、次年度講習カ

リキュラム、他

臨時幹事会 … 8. 1.28  ㈱サンコー（神戸） 

議事：近畿単協フィールド実験視察、事業進捗状況、他 

4) 特別教育教材作成ワーキンググループ

委員：堀内高美（宮城、山孝建材㈱） 高野博（千葉、㈲南総） 

河野純子（近畿、近畿生ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送協同組合） 

安藤嘉男（九州、㈲安藤工務店） 

特別教育ならびに雇入れ時教育の内容改訂、ポンプ特別教育の時間割、外国人向け技能検定

受験対策テキストなどにつき協議を行った。 

第 4 回会議… 7. 9.25  全圧連会議室（東京） 
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３．広報戦略ワーキンググループ 

  主査：西本茂治（全圧連） 

  委員：浅沼龍（岩手、㈱平和圧送）   春田一真（福島、㈱金堀重機） 

     松浦康則（近畿、㈱ハクロ建設） 

     河野純子（近畿、近畿生ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送協同組合） 

     安藤嘉男（九州、㈲安藤工務店） 

     山佐克元（九州、九州圧送事業協同組合連合会） 

 

若手技能者およびその家族へのインタビューを中心とした入職促進用パンフレットの制作、

圧送技能者の一日の流れ、キャリアパスと技能向上ストーリーを描いた新たな入職促進用動画

コンテンツの制作につき協議を行った。 

第 3 回会議… 7. 7.30  ZOOM によるリモート会議 

 

４．登録コンクリート圧送基幹技能者の育成 

1) 令和 7 年度の登録コンクリート圧送基幹技能者 登録講習・試験を 8/23～26 にクロス・ウ

ェーブ船橋（千葉）で実施、最終日の試験は日建学院名古屋校（愛知）、なんば校（大阪）

でも同時実施した。 

  受講・受験申込者数：71 名  実際の受講・受験者数：69 名 

  合格者数：53 名 合格率：74.6%（対申込者数） 

 

2) 令和 7 年度の登録コンクリート圧送基幹技能者 更新講習を、インターネットによる通信

教育で実施し、124 名が受講。試験で合格基準点に達しなかった受講者には、課題を送付し

た。 

  ① ビデオ講習 7. 8.30～ 9.23 

  ② 試験    7. 8.30～ 9.23（期間中に 1 回受験） 

  ③ ビデオ補講 7. 9.24～10. 5 

 

3) 登録コンクリート圧送基幹技能者認定委員会を 4 回、幹事会を 1 回開催し、登録講習およ

び更新講習ビデオの作成、講習運営方法、試験問題の作成などに関する審議を行った。 

 

登録コンクリート圧送基幹技能者認定委員会 

委員長： 柳井修司（鹿島建設㈱） 

副委員長： 中田善久（日本大学） 

委員： 鈴木澄江（工学院大学）、陣内浩（東京工芸大学） 

南浩輔（前田建設工業㈱）、宮田敦典（日本大学） 

池田周五（プツマイスタージャパン㈱）、 

田中徹（全圧連）、高野博（全圧連）      （敬称略、順不同） 

      

① 第 1 回 … 7. 4.20 全圧連会議室（東京）   

     ② 第 2 回 … 7. 5.25    〃 

     ③ 第 3 回 … 7. 7.26    〃 

     ④ 幹事会 … 7. 7.28    〃 

     ⑤ 第 4 回 … 7. 9.15    〃 

     ⑥ 第 5 回 … 8. 2.21    〃 

 

4) 登録基幹技能者制度を運営する専門工事業団体で組織する「登録基幹技能者制度推進協議

会」に参画している。 

・総会 … 7. 6.19  AP 虎ノ門（東京） 
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５．優秀技能者等の表彰 

1) 全圧連表彰規定に基づく優秀従業員等表彰を授与した。 

   … 7. 5.29 アルカディア市ヶ谷（私学会館）（東京） 

   ① 特別表彰（建設マスターおよびジュニアマスター候補者） 7 名 

   ② 役員および職員表彰 6 名 

 

2) 令和 7 年度 優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マスター）候補者 4 名、優秀青年施工者

不動産･建設経済局長顕彰（建設ジュニアマスター）候補者 3 名を国土交通省に推薦。審査を

経て全員が受賞した（顕彰式典は 10/28、於：文京シビックホール（東京））。 

 ① 建設マスター 4 名 

 福田一夫   ㈲札幌技建興業（北海道）  

 中川博正   ㈱中和ポンプ（近畿） 

 塘一馬    田中打設工業㈱（九州） 

 草野京平   九産ポンプ㈲（九州）           （敬称略、順不同） 

     ② 建設ジュニアマスター 3 名 

     原口直也   ㈱北雄圧送（北海道） 

 伊藤滉司   ㈲三東（岩手） 

 寺田達也   ㈲土井企業（千葉）             （敬称略、順不同） 

 

3) 令和 7 年度の建設事業関係功労者 国土交通大臣表彰を吉良五男副会長が受賞し、7/10、

国土交通省（東京）にて表彰式が行われた 

 

4) 建専連の叙勲推薦枠を得、令和 7 年秋の叙勲候補者として新井俊幸氏（群馬・㈱木暮産業）

を推薦し受賞、11/12、東京プリンスホテル（東京）にて叙勲伝達式が行われた。 

また、令和 8 年春の叙勲候補者として永田哲夫氏（近畿・㈱太喜）を推薦した。 

 

６．広報活動の推進 

1) 全圧連ホームページによる会員および対外関係先への情報発信、PR を行った。ブランディ

ング事業の一環として、全圧連ホームページの会員名簿に会員企業のポンプ車のカラーリン

グを掲載している。 

2) コンクリート圧送工事業を紹介するアニメーション動画、技能者インタビュー動画を

YouTube の全圧連チャンネルおよびホームページで公開、単協・会員企業に対してアニメー

ション動画の各社ホームページ・SNS への掲載の協力を依頼している。 

3) 総会開催に併せて「圧送業界特集」を業界新聞に掲載し PR を行った。 

 

７．関係官公庁・学会・団体との連携協力 

1) 国土交通省 

各種施策に関する周知・調査協力、情報配信のほか、技能者の処遇改善に向けた施策を

業種横断的に協議する「建設業社会保険推進・処遇改善連絡協議会」、建設キャリアアッ

プシステムを活用した技能者の「レベル判定システム」を行う「建設技能者能力評価制度

推進協議会」に参画するほか、コンクリート工事の労務費の基準を策定する職種別意見交

換会に参画した。 

 

① 山林火災へのコンクリートポンプ車の活用に関する国土交通省・消防庁との 

ヒヤリング … 4. 4. 7 全圧連会議室 

    ② 建設分野技能実習に関する事業協議会 

      … 4. 5.28 オンライン開催 

③ 建設キャリアアップシステム処遇改善推進協議会 
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  総会 … 7. 6.12 TKP 新橋カンファレンスセンター 

④ 登録基幹技能者制度推進協議会 

総会  … 7. 6.19 AP 虎ノ門（東京） 

⑤ 建設技能者能力評価制度推進協議会 

総会 … 7. 6.19 AP 虎ノ門（東京） 

 企画分科会(第 4 回)… 7. 4.21 ZOOM によるリモート参加 

⑥ 建専連との意見交換会 … 5. 7.31 ホテルグランドヒル市ヶ谷（東京） 

⑦ 育成就労制度に関する国交省報告会 … 7. 8.28 Teams による会議 

⑧ 労務費等内訳明示見積書 モデル事業に関する会議 

  ・第 1 回 … 7.10.20  Teams によるリモート会議 

  ・第 2 回 … 7.10.29  Teams によるリモート会議 

・第 3 回 … 7.11. 4  Teams によるリモート会議 

⑨ 改正建設業法「令和 7 年 12 月施行分」説明会 

… 7.12.18 TKP 新橋カンファレンスセンター 

 

  2) 厚生労働省・労働局 

     中小建設業向けの各種助成制度、雇用管理研修、熱中症・労働災害防止策等の周知・情

報配信に努めるとともに、「人材確保等支援助成金」を受給申請し、圧送従事者の確保・

育成、建設キャリアアップシステムへの登録推進に資する事業活動に活用するほか、登録

基幹技能者の登録講習受講者に対して、同助成金の受給のための事務手続き支援を行って

いる。 

 

3) 経済産業省・中小企業庁・全国中小企業団体中央会 

     各種中小企業向け支援策の情報収集、周知・提供を行っている。 

・全国中央会通常総会 … 7. 6.27 ホテルニューオータニ(東京) 

 

4) 建設産業専門団体連合会（建専連） 

役員団体として理事会、企画委員会、総務部会などへ参加し、業種横断的な専門工事業

界の諸課題改善に向けた活動に参画、各種調査に協力している。 

 

① 総会 

・通常総会 … 7. 6.11 ホテルグランドヒル市ヶ谷(東京) 

② 理事会 

  ・第 1 回 … 7. 5.21 建設業振興基金（東京） 

  ・第 2 回 … 7. 9.25 東京第一ホテル錦（名古屋） 

  ・第 3 回 … 7.12.11 建設業振興基金（東京） 

③ 企画委員会 

  ・第 1 回 … 7. 5.27 建設業振興基金（東京） 

  ・第 2 回 … 7. 8. 7    〃 

  ・第 3 回 … 8. 3. 4    〃 

④ 建設 EXPO(仮称)実行委員会 

  ・第 1 回 … 7. 5.27 建設業振興基金（東京） 

  ・第 2 回 … 7.10.17    〃 

  ・第 3 回 … 7.12.10    〃 

  ・第 4 回 … 8.12.10 リモート会議 

⑤ 総務部会 

  ・第 1 回 … 7. 5.14 建設業振興基金（東京） 

  ・第 2 回 … 7. 9.11    〃 
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・第 3 回 … 7.12. 3 〃 

・第 4 回 … 8. 3.13 〃 

⑥ 全国大会 … 7.11.13 ニッショーホール(東京)

⑦ 国交省本省・地方整備局との意見交換会（全圧連出席分）

・近畿地整 … 7. 6.25 KKR ホテル大阪（大阪）

・関東地整 … 7. 6.26 マークグランドホテル（埼玉）

・東北地整 … 7. 7.23 ホテル白萩（仙台）

・沖縄総合事務局 … 7. 7.25 パシフィックホテル沖縄（那覇）

・本省 … 7. 7.30 ホテルグランドヒル市ヶ谷（東京）

⑧ 経営支援研修会（全圧連出席分）

・関東地区 … 8. 1.29 浜離宮建設プラザ（東京）

5) 日本建設機械工業会（建機工）

ポンプ車の安全対策に関する情報交換を行うとともに、登録コンクリート圧送基幹技能

者認定委員会の委員・講師選出に協力を得るほか、圧送マニュアルや登録基幹技能者講習

テキスト等、全圧連の刊行物へ掲載する技術情報の提供協力を得ている。

・通常総会 … 7. 5.26 シェラトン都ホテル東京(東京)

・全圧連常務会と建機工とのトップ会 … 7. 9. 3 建機工会議室(東京)

6) 建設荷役車両安全技術協会（建荷協）

特自検有資格取得研修開催の周知、各地での研修の充実を要望するとともに、事業内検

査者の能力向上に向けた施策に協力している。

・通常総会 … 7. 6.12 ホテルメトロポリタンエドモンド(東京)

7) 建設業振興基金

建設産業活性化助成金および建設産業人材育成助成金を申請し、経営実態調査・リモー

ト会議の充実に資する事業に活用するほか、「登録基幹技能者制度推進協議会」に参画し、

登録基幹技能者の評価・活用に向けた活動に協力して取り組んでいる。また、「建設産業

人材確保・育成推進協議会」その他各種協議会に参画している。

・登録基幹技能者制度推進協議会総会 … 7. 6.19 AP 虎ノ門（東京）

・建設技能者能力評価制度推進協議会 … 7. 6.19 〃 

・建設キャリアアップシステム処遇改善推進協議会

第 1 回 … 7. 6.12 TKP 新橋カンファレンスセンター（東京） 

第 2 回 … 7.12. 4       〃 

・建設産業人材確保･育成推進協議会 全国担当者会議

… 8.2.25 浜離宮建設プラザ（東京）

8) 日本建設機械施工協会（建機協）

建設機械施工の業界団体で構成する専門部会へ参画し、建設機械に関する税制改正要望

を共同で行うほか、公共土木工事の発注価格の基礎となる「建設機械等損料表」のコンク

リートポンプ関連機材の損料調査を受託し隔年で実施している。

・通常総会 … 7. 6.19 機械振興会館（東京）

・専門部会（税制要望） … 7.10.16 機械振興会館（東京）

9) 富士教育訓練センター

諸会議に参加。登録コンクリート圧送基幹技能者の登録講習への講師派遣にも協力を得て

いる。

・通常総会 … 7. 5.29 お茶の水ソラシティ（東京） 
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・第 1 回事務局長会議 … 7.10.17 日建学院池袋校（東京）

・第 2 回事務局長会議 … 8. 3.17  〃 

10) 勤労者退職金共済機構（勤退共）

退職金共済制度（建退共）の周知、ホームページ等を活用した PR 活動への協力を行っ

た。 

・加入促進連絡会議 … 7. 5.29 TKP ガーデンシティ PREMIUM 京橋 ANNEX（東京）

11) 建設技能人材機構（JAC）

特定技能外国人受入事業を共同で行う同法人の正会員・監事団体として参加。受入負担

金の請求代行業務、特定技能外国人 2号へ移行するための評価試験対策講習カリキュラム・

自習アプリの開発、受入企業への各種支援制度の周知を行うほか、インドネシアならびに

ベトナムでのコンクリート圧送の職業紹介事業に参加している。 

・事務局長会議 … 7. 4.22 トラストシティ･カンファレンス神谷町（東京）

・会計監査 … 7. 6.11 建設技能人材機構（東京）

・第 24 回・第 25 回理事会 / 第 10 回総会 … 7. 6.16 パレスホテル東京（東京）

・第 26 回・第 27 回理事会 / 第 11 回総会 … 7.10.28 パレスホテル東京（東京）

・第 28 回理事会 … 8. 3.19 建設技能人材機構（東京）

・自習教材作成委員会

第 1 回 … 7. 5. 1 日本左官業連合会会議室（東京） 

第 2 回 … 7. 6. 5   〃 

第 3 回 … 7. 8. 8   〃 

第 4 回 … 7. 9.25   〃 

第 5 回 … 7.11.18   〃 

第 6 回 … 8. 1.30   〃 

第 7 回 … 8. 3.24   〃 

・自習教材を使用した特定技能 2 号評価試験対策トライアル講習

本講習 7. 8.27～ 9. 3 不合格者への再講習 7.10. 8～10、7.11. 5～ 7 

日本左官業連合会会議室（東京） 

 受講者数：38 名 合格者数：35 名 合格率：92.1% 

（うちコンクリート圧送は受講者数：3 名 合格者数：3 名 合格率：100%） 

・インドネシア合同職種説明会に関する会議

本年度第 1 回 … 7. 5. 8 ZOOM によるリモート会議 

本年度第 2 回 … 7. 7. 1 〃 

本年度第 3 回 … 7. 8.29 〃 

本年度第 4 回 … 7. 9.24 〃 

本年度第 5 回 … 7.11.17 〃 

本年度第 6 回 … 7.12.15 〃 

・インドネシア合同職種説明会・ワークショップ

本年度第 1 回 … 7. 7.19 モヴェンピック･スラバヤ･シティ（スラバヤ）

本年度第 2 回 … 7.11.29 モヴェンピック･ジャカルタ･シティ（ジャカルタ）

・ベトナム・フエ市軍団 退役軍人向け日本の建設業説明会

… 7. 8.20 ラ･ヴィラ･フエ･ホテル（フエ）

・ベトナム 建設短期大学での日本の建設業説明会

… 7. 9.17 第一建設短期大学（ハノイ） 

… 7. 9.18 建設機械短期大学（ハイズオン） 

… 7.11.14 都市建設短期大学（ハノイ） 
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安衛法に基づく特別教育

単協名 会　　員 会 員 外

社数 受講者数 社数 受講者数 社数 受講者数 社数 受講者数 社数 受講者数 社数 受講者数 社数 受講者数

北海道 10 22 13 38 9 15 9 15

青　森 5 28

秋　田 5 34 1 1 1 3

岩　手 6 51 1 1 6 45

山　形 11 70 2 3 3 5 3 5

宮　城 13 133

福　島 14 133 3 5 2 4 2 4

茨　城 9 92 2 3 5 10

栃　木 10 50 3 6 2 4

群　馬 9 143

埼　玉 36 284 4 12 13 42 2 5 3 10 18 24

千　葉 21 319 11 36 4 16 6 23 11 13

東　京 22 336 8 23 1 2 7 14 7 15

神奈川 22 481 16 52 8 9

山　梨 7 17 3 14 7 17

長　野 10 74 3 3 3 12 3 12

静　岡 16 97 6 12 16 23

東　海 11 138 4 11 5 18 3 8 3 8

岐　阜 8 80

中　協 13 170

富　山 2 34 1 5

福　井

近　畿 103 929 34 60 46 176 20 36 19 39

広　島 18 115 5 21 6 32 3 19 3 19

山　陰 1 19 1 3 1 19

島　根 5 23

山　口 5 36 4 8 3 27 4 12 4 12

愛　媛 12 73 12 72 11 62

高　知 13 123

九　州 57 571 14 35 2 3 13 38 6 15 12 43 11 85

464 4,653 147 403 16 24 108 410 78 228 76 209 62 190

※前年度 (404) (4,231) (136) (282) (38) (63) (287) (2,317) (83) (197) (74) (154) － －

前年度比 (114.9%) (110.0%) (108.1%) (142.9%) (42.1%) (38.1%) (37.6%) (17.7%) (94.0%) (115.7%) (102.7%) (135.7%)

熱中症予防
管理者研修

令和７年度　講習会受講者内訳表（報告ベース）

令和８年３月３１日現在

安全・技術講習会
危険再認識教育
（旧･特別再教

育）

フルハーネス
特別教育

足場の業務に係る
特別教育

合 計
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令和７年度 福祉共済事業報告書 

自 令和７年４月 １日 

  至 令和８年３月３１日 

１．概況 令和８年３月３１日現在 （ ）内は令和７年３月３１日 

・加入単協数 ２４単協 （２３単協） 

・加入社数 １６５社 （１６８社） 

・加入者数 １，２３４人 （１，２５３人） 

・加入口数 ２，２３４口 （２，２９６口） 

２．保険金給付状況 令和６年１２月１日～令和７年１１月３０日 

（１）死亡・高度障害保険金 １件 ４，０００，０００円 

（２）災害死亡給付金 ０件 ０円 

（３）入院給付金 ２件 ２９８，５００円 

（４）障害給付金 ０件 ０円 

合 計 ３件 ４，２９８，５００円 

３．通院入院見舞金 令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

８件 １６０，０００円 

４．制度運営費（各単協宛還付金） 

令和７年４月～６月 ２７２，４００円 

令和７年７月～９月 ２７１，９２０円 

令和７年 10 月～12 月 ２６８，５２０円 

令和８年１月～３月 ２６７，５２０円 

計 １，０８０，３６０円 

５．配当金 令和６年１２月１日～令和７年１１月３０日 

・年間掛金 ２３，２３４，０９６円 

・配当金 ８，７８８，１２７円 

・配当率 ３７．８％ 
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全圧連福祉共済加入状況表
令和8年3月1日時点

加 　入 　数

社数 人数 口数

北海道 34 4 30 38 11.8% 340 11.2%

青 森 6 0 0 0 0.0% 30 0.0%

秋 田 6 1 15 15 16.7% 35 42.9%

岩 手 8 2 9 39 25.0% 54 72.2%

山 形 13 12 94 95 92.3% 75 126.7%

宮 城 15 4 42 151 26.7% 140 107.9%

福 島 15 3 7 12 20.0% 130 9.2%

茨 城 10 7 86 220 70.0% 95 231.6%

栃 木 11 2 32 64 18.2% 54 118.5%

群 馬 10 8 95 192 80.0% 134 143.3%

埼 玉 38 7 57 83 18.4% 188 44.1%

千 葉 22 4 12 23 18.2% 308 7.5%

東 京 25 5 82 143 20.0% 329 43.5%

神奈川 24 8 102 303 33.3% 510 59.4%

山 梨 8 0 0 0 0.0% 54 0.0%

長 野 11 4 24 33 36.4% 75 44.0%

静 岡 17 0 0 0 0.0% 74 0.0%

東 海 13 12 99 130 92.3% 144 90.3%

岐 阜 9 5 73 73 55.6% 128 57.0%

中 協 14 13 127 147 92.9% 150 98.0%

富 山 3 0 0 0 0.0% 35 0.0%

福 井 4 0 0 0 0.0% 42 0.0%

近 畿 104 30 80 108 28.8% 927 11.7%

広 島 18 1 8 24 5.6% 102 23.5%

山 陰 2 1 1 1 50.0% 10 10.0%

島 根 8 5 21 30 62.5% 21 142.9%

山 口 6 1 12 45 16.7% 46 97.8%

愛 媛 13 0 0 0 0.0% 60 0.0%

四 国 14 1 12 12 7.1% 124 9.7%

九 州 77 24 111 245 31.2% 597 41.0%

事務局 1 1 3 8 100.0% 9 88.9%

合 計 559 165 1,234 2,234 29.5% 5,011 44.6%

※1　会員+単協計について ・会員事業所数＋単協事務局の合計数を記載。

※2　目標口数の算出方法： ・前年度の安全･技術講習会の受講者数×1口

・安全・技術講習会の開催のない単協においては、保有ポンプ台数×2口

目標口数
達成率(％)

単協名
会員＋単協計

（3/1時点）
※1 加入率(％) 目標口数

※2
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